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Ⅰ ． は じ め に  

 

１ ． 作 成 の 経 緯  

 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会 で は 、 厚 生 労 働 省 か ら 「 血 液

製 剤 使 用 実 態 調 査（ 輸 血 業 務 に 関 す る 総 合 調 査 ）」を 受 託

し 実 施 し て き た 1 , 2 , 3 ) 。そ の 中 で 中 規 模 ・ 大 規 模 医 療 機 関

（ こ こ で い う 中 規 模 ・ 大 規 模 医 療 機 関 の 定 義 は そ れ ぞ れ

病 床 数 3 0 0 床 以 上 4 9 9 床 以 下 、 5 0 0 床 以 上 ） の 輸 血 管 理

体 制 ・ 実 施 体 制 は 、 厚 生 労 働 省 が 示 し た 指 針 （ 血 液 製 剤

の 使 用 指 針 、 輸 血 療 法 の 実 施 に 関 す る 指 針 ） に 則 り 、 整

備 さ れ て き て い る 状 況 が 示 さ れ た 2 ) 。 し か し 、 小 規 模 医

療 機 関 に お け る 輸 血 管 理 体 制 ・ 実 施 体 制 は 、 厚 生 労 働 省

が 示 し た 指 針 を 規 範 と す る と 、 不 備 で あ る と 言 わ ざ る を

得 な い 状 況 で あ っ た 2 ) 。 さ ら に 詳 細 な 検 討 に よ り 、 小 規

模 医 療 機 関 の 中 で も 、 特 に 1 0 0 床 未 満 病 院 、 診 療 所 、 ま

た 病 院 外（ 在 宅 や 介 護 施 設 な ど ）、外 来 に お け る 輸 血 の 実

施 状 況 に は 、 厚 生 労 働 省 が 示 し た 指 針 で は 対 応 困 難 な 状

況 が あ る こ と も 分 か っ た 4 ) 。 そ こ で 、 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治

療 学 会 で は 、2 0 1 5 年 6 月 に ガ イ ド ラ イ ン 委 員 会 の 下 部 組

織 と し て 、「 小 規 模 医 療 機 関 （ 在 宅 を 含 む ） に お け る 輸 血

ガ イ ド ラ イ ン 策 定 タ ス ク フ ォ ー ス 」 を 組 織 し 、 小 規 模 医

療 機 関 に お け る 輸 血 管 理 体 制 ・ 実 施 体 制 の 整 備 に 向 け た

事 業 を 開 始 し た 。  

 

２ ． 作 成 委 員  

１ ） 国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医 療 研 究 開 発 機 構 （ A M E D ） 研

究 開 発 事 業 「 さ ら な る 適 正 使 用 に 向 け た 、 血 液 製 剤 の 使

用 と 輸 血 療 法 の 実 施 に 関 す る 研 究 」  

代 表 研 究 者    松 下  正   名 古 屋 大 学  

C O I 開 示 ； 奨 学 寄 付 金 （ 日 本 血 液 製 剤 機 構 （ 一 社 ） ,  化

学 及 血 清 療 法 研 究 所 （ 一 財 ） ,  C S L  ベ ー リ ン グ （ 株 ） , 日

本 製 薬（ 株 ））； 講 演 料 等（ 化 学 及 血 清 療 法 研 究 所（ 一 財 ） ,  



日 本 製 薬 （ 株 ） ,  バ ク ス タ ー （ 株 ））  

２ ） 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会 ガ イ ド ラ イ ン 委 員 会  

委 員 長  松 本 雅 則  奈 良 県 立 医 科 大 学  輸 血 部  

  C O I 開 示 ；  奨 励 寄 付 金 （ 中 外 製 薬 ( 株 ) 、 旭 化

成 ( 株 ) ）  

３ ） 小 規 模 医 療 機 関 ( 在 宅 を 含 む ) 輸 血 ガ イ ド ラ イ ン 策 定

タ ス ク フ ォ ー ス  

委 員 長  

北 澤 淳 一  青 森 県 立 中 央 病 院  臨 床 検 査 部  

  C O I 開 示 ；  な し  

副 委 員 長  

玉 井 佳 子  弘 前 大 学 医 学 部 附 属 病 院  輸 血 部  

  C O I 開 示 ；  な し  

委 員  

大 本 英 次 郎 山 形 県 立 中 央 病 院  血 液 内 科 ・ 輸 血 部  

  C O I 開 示 ；  な し  

立 花 直 樹  青 森 県 立 中 央 病 院  

  C O I 開 示 ；  な し  

藤 田  浩  東 京 都 立 墨 東 病 院  輸 血 部  

  C O I 開 示 ；  な し  

正 木 康 史  金 沢 医 科 大 学  血 液 内 科  

C O I 開 示 ；  奨 学 寄 附 金 ( 帝 人 フ ァ ー マ ( 株 ) 、

協 和 発 酵 キ リ ン ( 株 ) 、 大 正 富 山 医 薬 品 ( 株 ) ）      

牧 野 茂 義  虎 の 門 病 院  輸 血 部  

  C O I 開 示 ；  講 演 料 ( 日 本 血 液 製 剤 機 構 )  

小 田 秀 隆  福 岡 県 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー  

  C O I 開 示 ；  な し  

中 村  弘  山 梨 県 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー  

  C O I 開 示 ；  な し  

オ ブ ザ ー バ ー  

二 木 敏 彦  金 沢 赤 十 字 病 院  

  C O I 開 示 ；  な し  



黒 田  優  山 形 県 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー  

  C O I 開 示 ；  な し  

２ ） 分 担 し た 役 割 及 び 任 命  

 作 成 委 員 お よ び オ ブ ザ ー バ ー に よ り 1 つ 1 つ の 項 目 を

検 討 ・ 議 論 し 、 全 体 を 統 括 す る 委 員 長 、 委 員 長 を 補 佐 す

る 副 委 員 長 を 設 置 し た 。 委 員 は 2 0 1 5 年 6 月 の 日 本 輸 血 ・

細 胞 治 療 学 会 理 事 会 で 任 命 さ れ た 。  

３ ． 作 成 方 法  

厚 生 労 働 省 「 血 液 製 剤 の 使 用 指 針 」 5 )・「 輸 血 療 法 の 実 施

に 関 す る 指 針 」 6 )・「 血 液 製 剤 等 に 係 る 遡 及 調 査 ガ イ ド ラ

イ ン 」 7 ) 、 厚 生 労 働 省 「 血 液 製 剤 使 用 実 態 調 査 （ 輸 血 業 務

に 関 す る 総 合 調 査 ） 」 （ 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会 受 託 ）

1 , 2 , 3 , 4 ) 等 に 基 づ き 、当 タ ス ク フ ォ ー ス が 原 案 を 作 成 し た 。

そ の 後 、 学 会 理 事 運 営 委 員 会 で の 協 議 を 経 て 、 本 学 会 及

び 関 連 学 会 等 関 係 者 に 意 見 を 求 め た 。 な お 、 今 回 の 検 討

で は 、 科 学 的 根 拠 を 示 す こ と は で き て い な い た め 、 ガ イ

ド ラ イ ン と い う 言 葉 を 用 い ず 「 ガ イ ド 」 と い う 名 称 を 用

い た 。  

 

４ ． 公 開 と 改 訂  

本 ガ イ ド は 、 日 本 輸 血 細 胞 治 療 学 会 誌 と 同 学 会 ホ ー ム ペ

ー ジ 8 ) で 公 開 す る 。 ま た 輸 血 医 療 の 状 況 に 応 じ て 改 訂 を

行 う 予 定 で あ る 。  

 

５ ． 資 金 と 利 害 相 反  

ガ イ ド の 作 成 の た め 、 委 員 会 開 催 、 専 門 家 に よ る 内 容 の

討 論 に 関 し て 、 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会 ガ イ ド ラ イ ン 委

員 会 、国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医 療 研 究 開 発 機 構（ A M E D ）

研 究 開 発 事 業 「 さ ら な る 適 正 使 用 に 向 け た 、 血 液 製 剤 の

使 用 と 輸 血 療 法 の 実 施 に 関 す る 研 究 」 よ り 資 金 提 供 を 受

け た 。 本 ガ イ ド の 内 容 は 特 定 の 営 利 ・ 非 営 利 団 体 、 医 薬

品 、 医 療 機 器 企 業 な ど と の 利 害 関 係 は な く 、 作 成 委 員 は



利 益 相 反 の 状 況 を 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会 に 申 告 し て い

る 。  

 

６ ． 委 員 ・ オ ブ ザ ー バ ー 以 外 の 協 力 者  

や ま お か 在 宅 ク リ ニ ッ ク  山 岡 憲 夫  院 長  

（ 全 国 在 宅 療 養 支 援 診 療 所 連 絡 会 メ ー リ ン グ リ ス ト ）  

宮 崎 医 院  宮 崎 仁  院 長  

（ 日 本 プ ラ イ マ リ・ケ ア 連 合 学 会 会 員 メ ー リ ン グ リ ス ト 、

T F C メ ー リ ン グ リ ス ト ）  

あ お ぞ ら 診 療 所  川 越 正 平  院 長  

（ 日 本 在 宅 医 学 会 H P 及 び 会 員 メ ー リ ン グ リ ス ト ）  

総 合 診 療 専 門 医 輸 血 研 修 プ ロ グ ラ ム 検 討 タ ス ク フ ォ ー ス

（ 宮 崎 仁 、 太 田 博 、 田 中 朝 志 、 熊 川 み ど り 、 佐 川 公 矯 、

入 田 和 男 、 北 澤 淳 一 ； 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会 、 日 本 プ

ラ イ マ リ ・ ケ ア 連 合 学 会 ）  

（ 敬 称 略 、 順 不 同 ）  

 

Ⅱ ． 在 宅 赤 血 球 輸 血 ガ イ ド  

1  対 象 疾 患  

( 1 )  慢 性 疾 患 （ 血 液 ・ 悪 性 疾 患 、 腎 疾 患 、 消 化 器 疾 患 、

通 院 困 難 で 在 宅 療 養 中 の 貧 血 等 ）。  

( 2 )  終 末 期 病 態 （ 個 々 の 患 者 状 況 に よ る ）。  

＊ 急 性 出 血 性 疾 患 は 原 則 と し て 在 宅 輸 血 の 適 応 外 9 ) 。  

＊ 輸 血 で q u a l i t y  o f  l i f e（ Q O L ） の 改 善 が 見 込 め る 状 態 か

ど う か を 、在 宅 で の 輸 血 に あ た っ て あ ら か じ め 検 討 す る 。 

 

2  条 件  

( 1 )  原 則 と し て 、今 回 輸 血 が 必 要 と な っ た 病 態 に 対 し て

の 輸 血 歴 が あ り 、 重 篤 な 有 害 事 象 が な か っ た こ と が 確 認

さ れ て い る こ と 9 ) 。 在 宅 輸 血 を 行 う 施 設 が 、 血 液 型 、 臨

床 的 意 義 の あ る 不 規 則 抗 体 の 検 査 等 の 結 果 、 ま た 、 輸 血

の 際 の 記 録 （ 輸 血 前 の 検 査 、 輸 血 中 の 状 況 、 輸 血 後 に 関



し て の 記 録 、 有 害 事 象 の 有 無 と そ の 対 応 方 法 、 な ど が 記

載 さ れ て い る 用 紙 の コ ピ ー ） 等 の 情 報 の 提 供 を 受 け て い

る こ と 。  

( 2 )  輸 血 以 外 の 方 法 に よ り 病 態 を 改 善 さ せ る 治 療 法 が

な い 場 合 。  

( 3 )  輸 血 に よ っ て 重 大 な 有 害 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性

が 高 い 疾 患 を 有 し て お ら ず 、 安 定 し た 病 状 で あ る （ 不 安

定 狭 心 症 や N Y H A Ⅲ 以 上 の 心 不 全 な ら び に 、 乏 尿 傾 向 の

あ る 腎 機 能 障 害 、 あ る い は 、 循 環 負 荷 に 耐 え ら れ な い 腎

機 能 障 害 な ど の 循 環 過 負 荷 の 要 因 と な る 疾 患 及 び 強 度 の

ア レ ル ギ ー 体 質 な ど の 場 合 は 在 宅 輸 血 を 避 け る ）。   

( 4 )  原 則 と し て 、 患 者 に 意 識 が あ り 、 協 力 的 で 、 身 体 症

状 に 適 切 に 応 答 で き る 9 ) 。  

( 5 )  在 宅 輸 血 を 行 っ た 医 師 や 看 護 師 が 患 者 宅 を 退 出 し

た の ち も 患 者 宅 に 滞 在 し 、患 者 を 看 守 る こ と が で き る「 患

者 付 添 人 」 が い る こ と 1 0 ) 。 た だ し 、 血 液 製 剤 の 管 理 等 の

特 殊 性 に 鑑 み 、 抜 針 等 は 、 医 師 ・ 看 護 師 （ 訪 問 看 護 師 を

含 む ） 等 が 行 う 必 要 が あ る 。  

( 6 )  在 宅 輸 血 を 実 施 す る 主 治 医 、訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 、

訪 問 看 護 師 、 そ の 他 に 2 4 時 間 連 絡 が 取 れ る 状 態 に あ る

こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 そ れ ら の 者 は ケ ア マ ネ ジ ャ ー も

含 め て 在 宅 医 療 を 実 施 し て い る 多 職 種 間 （ 連 携 近 隣 病 院

も 含 む ） で の 連 携 体 制 を 構 築 す る こ と が 望 ま し い 。  

( 7 )  在 宅 輸 血 を 実 施 す る 場 合 、基 幹 病 院 と の 連 携 が 必 要

な 場 合 が あ り 、 輸 血 手 帳 （ 東 京 都 1 1 ) 、 広 島 県 1 2 ) ） の よ

う な 情 報 提 供 ツ ー ル の 利 用 が 望 ま し い （ 市 販 さ れ て お ら

ず 、ホ ー ム ペ ー ジ よ り ダ ウ ン ロ ー ド・印 刷 し て 利 用 可 能 ）。 

( 8 )  在 宅 輸 血 を 実 施 す る 場 合 、主 治 医 と 看 護 師 、訪 問 看

護 ス テ ー シ ョ ン 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー 等 の 在 宅 輸 血 に 関 与 す

る 多 職 種 に よ る 在 宅 輸 血 カ ン フ ァ レ ン ス の 実 施 が 望 ま し

い 。  

 



3  イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト （ 説 明 と 同 意 ）  

3 . 1  通 常 の 輸 血 に 加 え て 、 説 明 と 同 意 が 必 要 な 項 目

1 0 , 1 2 , 1 3 )  

( 1 )  在 宅 輸 血 を 行 う 理 由 ： 慢 性 貧 血 で あ り 、輸 血 に よ っ

て 緩 和 的 効 果 ・ Q O L の 改 善 が 期 待 さ れ る 場 合 。  

( 2 )  在 宅 輸 血 に 伴 う リ ス ク 。  

( 3 )  医 療 ス タ ッ フ 以 外 の 患 者 へ 付 添 う 者 （ 患 者 付 添 人 ）

の 必 要 性 ： 患 者 付 添 人 に 関 す る 同 意 （ 輸 血 後 も 患 者 の 看

視 が で き 、 病 状 変 化 時 に は 適 切 に 対 応 で き る 成 人 （ 患 者

家 族 な ど ））。  

( 4 )  有 害 事 象 発 生 時 の 患 者 付 添 人 の 対 応 方 法 。  

( 5 )  患 者 付 添 人 が 、 在 宅 輸 血 に 協 力 で き る こ と 。  

( 6 )  同 意 撤 回 の 自 由（ 在 宅 以 外 の 輸 血 療 法 選 択 あ る い は

在 宅 輸 血 療 法 中 止 の 自 由 ）。  

( 7 )  輸 血 後 数 時 間 を 経 て か ら 発 症 す る 有 害 事 象 が あ る

こ と 、 そ の 対 応 方 法 （ 在 宅 医 療 支 援 チ ー ム へ の 連 絡 方 法

を 含 む ）。  

3 . 2  説 明 書 ・ 同 意 書 （ 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会 ホ ー ム ペ

ー ジ 8 ) に 掲 載 ）  

本 ガ イ ド の 付 図 表 に 、 当 タ ス ク フ ォ ー ス で 検 討 ・ 作 成 し

た 説 明 書 ・ 同 意 書 （ 図 １  輸 血 に 関 す る 説 明 と 同 意 書 、

図 ２  在 宅 輸 血 に 関 す る 説 明 と 同 意 書 ） を 掲 載 し た 。  

 

4  実 施 す べ き 検 査  

4 . 1  血 液 型 検 査 1 5 )  

( 1 )  A B O 血 液 型 で は オ モ テ 検 査 と ウ ラ 検 査 を 実 施 す る 。 

( 2 )  R h D 血 液 型 検 査 を 実 施 す る 。  

( 3 )  2 回 の 異 な る 機 会 に 採 取 し た 血 液 検 体 で 検 査 を 実

施 す る 。  

4 . 2  不 規 則 抗 体 検 査  

( 1 )  前 回 輸 血 か ら 3 日 以 上 経 過 し て い る 場 合 に は 、 不

規 則 抗 体 ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 を 実 施 す る こ と が 望 ま し い



（ 診 療 報 酬 上 、 頻 回 に 輸 血 を 行 う 場 合 に あ っ て は 、 1 週

間 に 1 回 を 限 度 と し て 、 所 定 点 数 を 加 算 す る 。 頻 回 に 輸

血 を 行 う 場 合 と は 、 週 1 回 以 上 、 当 該 月 で 3 週 以 上 に わ

た り 行 わ れ る も の で あ る ）。  

( 2 )  間 接 抗 グ ロ ブ リ ン 試 験 に よ る 検 査 を 行 う 1 5 ) 。  

( 3 )  検 査 実 施 者 は 、年 に 1 － 2 回 程 度 の 検 査 実 習 研 修（ 一

般 社 団 法 人 日 本 臨 床 衛 生 検 査 技 師 会 主 催 の 研 修 会 （ 各 地

区 技 師 会 の 主 催 を 含 め て ） 等 ） に 参 加 し 、 検 査 技 術 の 維

持 に 努 め る こ と が 望 ま し い 。  

( 4 )  自 施 設 で 実 施 で き な い 場 合 に は 、衛 生 検 査 所（ 検 査

セ ン タ ー 等 ） の 外 部 委 託 、 近 隣 中 核 病 院 へ の 検 査 を 依 頼

す る （ 現 状 で は 近 隣 病 院 で の 実 施 に つ い て は 認 め ら れ て

い な い ）。  

4 . 3  交 差 適 合 試 験  

( 1 )  輸 血 実 施 前 に は 、 1 週 間 以 内 に 採 血 さ れ た 患 者 血 液

と 、 血 液 製 剤 の セ グ メ ン ト 血 液 を 用 い た 交 差 適 合 試 験 主

試 験 を 実 施 す る 1 5 ) 。  

た だ し 、 3 か 月 以 内 の 輸 血 歴 を 否 定 で き な い 場 合 は 3 日

以 内 に 採 血 さ れ た 血 液 検 体 が 望 ま し い 。  

( 2 )  間 接 抗 グ ロ ブ リ ン 試 験 に よ る 検 査 を 行 う 1 5 ) 。  

( 3 )  検 査 実 施 者 は 、年 に 1 － 2 回 程 度 の 検 査 実 習 研 修（ 一

般 社 団 法 人 日 本 臨 床 衛 生 検 査 技 師 会 主 催 の 研 修 会 （ 各 地

区 技 師 会 の 主 催 を 含 め て ） 等 ） に 参 加 し 、 検 査 技 術 の 維

持 に 努 め る こ と が 望 ま し い 。  

( 4 )  自 施 設 で 実 施 で き な い 場 合 に は 、 衛 生 検 査 所 （ 検 査

セ ン タ ー 等 ） の 外 部 委 託 、 近 隣 中 核 病 院 へ の 検 査 を 依 頼

す る （ 現 状 で は 近 隣 病 院 で の 実 施 に つ い て は 認 め ら れ て

い な い ）。  

4 . 4  輸 血 感 染 症 対 策 （ 最 低 限 、 4 . 4 . 1 、 4 . 4 . 4 、 4 . 4 . 5 は 実

施 す べ き で あ る ）  

4 . 4 . 1  輸 血 前 検 体 保 管 5 , 7 )  

輸 血 後 に 発 症 す る 有 害 事 象 、 未 知 ・ 既 知 の 輸 血 後 感 染 症



に つ い て の 原 因 検 査 等 を 目 的 と し て 、 輸 血 前 1 週 間 程 度

の 間 に 採 取 し た 血 清 （ ま た は 血 漿 ） を 2 m L 程 度 、 － 2 0 ℃

以 下 で 、 3 か 月 以 上 可 能 な 限 り （ 2 年 間 を 目 安 に ） 保 管 す

る 。  

4 . 4 . 2  輸 血 前 ウ イ ル ス マ ー カ ー 検 査  

( 1 )  輸 血 実 施 前 に 輸 血 後 肝 炎 を 発 症 す る ウ イ ル ス 感 染

症 の 有 無 を 検 査 し て お く こ と は 、 受 血 者 が 輸 血 に よ っ て

感 染 し た こ と を 証 明 で き る 唯 一 の 方 法 で あ り 、 感 染 症 に

罹 患 し た 場 合 の 生 物 由 来 製 品 感 染 等 被 害 救 済 制 度 利 用 の

た め の 必 須 検 査 項 目 で あ る 。  

( 2 )  H B s 抗 原 、 H B s 抗 体 、 H B c 抗 体 、 H C V 抗 体 、 H C V

コ ア 抗 原 検 査 を 行 う 。 5 , 7 )  

( 3 )  必 要 に 応 じ て ヒ ト 免 疫 不 全 ウ イ ル ス 感 染 マ ー カ ー

検 査 （ H I V 1 / 2 抗 体 ） を 行 う 。 5 , 7 )  

( 4 )  輸 血 前 に 検 査 用 検 体 を 採 取 し 、輸 血 実 施 を 確 認 し て

か ら 検 査 を 実 施 す る 。  

4 . 4 . 3  輸 血 後 検 体 保 管  

輸 血 後 に 発 症 す る 有 害 事 象 、 未 知 ・ 既 知 の 輸 血 後 感 染 症

に つ い て の 原 因 検 査 等 を 目 的 と し て 、 輸 血 後 3 か 月 程 度

に 採 取 し た 血 清 （ ま た は 血 漿 ） を 2 m L 程 度 、 － 2 0 ℃ 以 下

で 、 3 か 月 以 上 可 能 な 限 り （ 2 年 間 を 目 安 に ） 保 管 す る

5 , 7 ) 。  

4 . 4 . 4  輸 血 後 ウ イ ル ス マ ー カ ー 検 査  

( 1 )  輸 血 実 施 後 3 か 月 程 度 の 時 期 に 下 記 検 査 を 実 施 す

る 5 , 7 ) 。  

( 2 )  H B V  D N A 、 H C V コ ア 抗 原 検 査 を 行 う 5 , 7 ) 。  

( 3 )  必 要 に 応 じ て 、ヒ ト 免 疫 不 全 ウ イ ル ス 感 染 マ ー カ ー

検 査 （ H I V 1 / 2 抗 体 ） 5 , 7 ) 。  

( 4 )  新 鮮 凍 結 血 漿 は 、採 取 後 6 か 月 間 、血 液 セ ン タ ー に

お い て 貯 留 保 管 さ れ た の ち に 供 給 さ れ て い る 。 同 一 ド ナ

ー か ら 採 取 さ れ た 赤 血 球 、 血 小 板 製 剤 に お い て 、 輸 血 後

に 何 ら か の 感 染 症 が 発 症 し た 場 合 に は 、 貯 留 保 管 さ れ て



い る 新 鮮 凍 結 血 漿 を 除 外 す る こ と が 可 能 と な っ て い る

（ 近 年 で も H C V 、 H I V 感 染 症 で 実 例 が 存 在 す る ）。  

( 5 )  輸 血 に よ る ウ イ ル ス 感 染 症 は ウ ィ ン ド ウ 期 を 排 除

で き な い た め 、 輸 血 後 検 査 は ド ナ ー の 安 全 性 を 証 明 す る

こ と が で き る 最 も 確 実 な 検 査 の う ち の １ つ で あ る 。  

4 . 4 . 5  使 用 済 み 輸 血 バ ッ グ の 保 管 7 )  

( 1 )  輸 血 後 に 細 菌 感 染 症 が 発 症 し た 場 合 、そ の 原 因 が 輸

血 用 血 液 製 剤 か 否 か を 確 認 す る た め に 使 用 済 み 輸 血 バ ッ

グ の 保 管 が 重 要 と な る 。  

( 2 )  使 用 済 み 輸 血 バ ッ グ は 輸 血 セ ッ ト を 装 着 し た ま ま 、

施 設 の 針 刺 し 事 故 予 防 策 に 則 っ て 針 を 処 理 し （ リ キ ャ ッ

プ を し な い ）、さ ら に 血 液 が 漏 れ な い よ う に 工 夫 し 、ビ ニ

ー ル 袋 等 に 入 れ て 、 輸 血 実 施 医 療 機 関 に お い て 1 週 間 程

度 保 冷 庫 に 保 存 し て お く こ と が 望 ま し い 。  

4 . 4 . 6  使 用 済 み 輸 血 バ ッ グ の 廃 棄  

輸 血 実 施 医 療 機 関 に お い て 、 感 染 性 医 療 廃 棄 物 と し て 、

各 施 設 で と り 決 め ら れ た 方 法 に よ り 廃 棄 す る 。  

4 . 4 . 7  自 施 設 で 検 査 を 実 施 で き な い 場 合 に 検 査 を 依 頼 す

る 衛 生 検 査 所 の 条 件  

( 1 )  血 液 型 検 査 、不 規 則 抗 体 ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 、不 規

則 抗 体 同 定 検 査 が 実 施 で き る 体 制 に あ り 、 外 部 精 度 管 理

（ 日 臨 技 、 C A P サ ー ベ イ 等 ） を 実 施 し て い る こ と 、

I S O 1 5 1 8 9 認 定 を 取 得 し て い る こ と 。  

( 2 )  交 差 適 合 試 験 に つ い て は 、適 切 な 外 部 精 度 管 理 は な

い が 、 年 間 に 適 切 な 回 数 の 検 査 を 実 施 し て い る 実 績 を 有

す る こ と 。  

4 . 4 . 8  ウ イ ル ス マ ー カ ー 検 査 の 注 意 点 5 , 7 )  

ウ イ ル ス マ ー カ ー 検 査 は 、「医 師 が 感 染 リ ス ク を 考 慮 し て 、

感 染 が 疑 わ れ る 場 合 に 」実 施 す る こ と と 記 載 さ れ て い る 。

す な わ ち 、 既 往 歴 、 入 院 時 検 査 等 か ら 、 B 型 肝 炎 ウ イ ル

ス 、 C 型 肝 炎 ウ イ ル ス 、 ヒ ト 免 疫 不 全 ウ イ ル ス へ の 感 染

歴 が あ る 場 合 な ど 、 輸 血 後 感 染 症 と し て 感 染 を 考 慮 す る



必 要 が な い 場 合 は 、 該 当 す る ウ イ ル ス マ ー カ ー 検 査 は 実

施 項 目 か ら 除 外 す る 。  

 

5  患 者 付 添 人 1 0 )  

( 1 )  輸 血 前 か ら 輸 血 開 始 後 １ 時 間 は 少 な く と も 医 療 従

事 者 ( 看 護 師 な ど ) １ 名 が 同 席 す る こ と に 加 え 、 輸 血 開 始

時 か ら 輸 血 後 数 時 間 （ 可 能 で あ れ ば 翌 日 ） ま で 観 察 を 担

当 す る 医 療 従 事 者 以 外 の 成 人 （ 患 者 家 族 な ど ： 患 者 付 添

人 ） が 同 席 す る こ と を 必 須 と す る 9 ) 。  

( 2 )  輸 血 が 終 了 し 医 療 従 事 者 が 帰 宅 し た 後 も 輸 血 有 害

事 象 は 起 こ り う る の で 、 連 絡 方 法 と 有 害 事 象 の 詳 細 、 対

応 方 法 に 関 す る 情 報 提 供 を 患 者 付 添 人 に 実 施 す る 9 ) 。  

( 3 )  患 者 付 添 人 は 、可 能 で あ れ ば 、輸 血 翌 日 ま で 患 者 宅

に 在 宅 し て 患 者 の 様 態 を 観 察 で き る こ と が 望 ま し い 。  

( 4 )  5 ( 1 ) で 示 し た 時 間 を 超 え て 輸 血 が 実 施 さ れ 、一 時 的

に 患 家 を 退 席 す る 場 合 で も 、 医 師 ま た は 看 護 師 は 有 害 事

象 発 生 時 の 処 置 に 対 応 で き る 範 囲 内 で 移 動 す る こ と 。  

 

6  血 液 製 剤 注 文 時 の 注 意 5 , 6 )  

( 1 )  輸 血 療 法 が 必 要 な 状 態 で あ る こ と を 再 度 確 認 す る 。 

1 )  患 者 氏 名 の 確 認 。  

2 )  検 査 結 果 の 確 認 。  

3 )  「 血 液 製 剤 の 使 用 指 針 」 5 ) 、 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会

「 科 学 的 根 拠 に 基 づ く 赤 血 球 輸 血 ガ イ ド ラ イ ン 」 1 5 )

に 記 載 さ れ て い る 輸 血 の 適 応 と な る 基 準 値 （ ト リ ガ

ー 値 ） を 参 考 と す る 。  

4 )  臨 床 的 意 義 の あ る 不 規 則 抗 体 を 保 有 す る 場 合 は 、 対

応 す る 赤 血 球 抗 原 陰 性 の 赤 血 球 製 剤 を 依 頼 す る 。  

( 2 )  血 液 製 剤 投 与 量 を 決 定 す る 。  

日 本 赤 十 字 社 作 成 「 輸 血 用 血 液 製 剤 一 覧 」 1 6 ) の 利 用 が 簡

便 で あ る 。  

( 3 )  血 液 製 剤 が 納 品 さ れ 、患 家 に 搬 送 を 開 始 す る ま で の



間 、 当 該 医 療 機 関 内 で 製 剤 を 適 正 に 保 管 す る た め に は 、

温 度 管 理 可 能 な 保 冷 庫 を 使 用 す る 必 要 が あ る 。 適 切 な 温

度 管 理 と は 、 最 低 温 度 ・ 最 高 温 度 の 確 認 が 可 能 な 温 度 計

の 設 置 等 に よ り 、適 し た 保 管 状 態 で あ っ た こ と を 確 認 し 、

記 録 す る こ と で あ る 。 輸 血 療 法 の 実 施 に 関 す る 指 針 を 参

考 に 、製 剤 の 保 管 管 理 に つ い て は 温 度 管 理（ 2 ~ 6 ℃ ） 1 7 ) に

注 意 す る 。  

( 4 )  医 療 機 関 か ら 患 家 に 血 液 製 剤 を 搬 送 す る 場 合 、輸 血

療 法 の 実 施 に 関 す る 指 針 6 ) を 参 考 に 、 製 剤 の 保 管 管 理 に

つ い て は 温 度 管 理 （ 2 ~ 6 ℃ ） 1 7 ) に 注 意 す る 。  

 

7  輸 血 の 実 際 1 7 , 1 8 )  

( 1 )  有 害 事 象 発 生 時 の 対 応 方 法 、緊 急 連 絡 先 、医 師 の 同

席 可 能 時 間 と 退 席 後 の 連 絡 先 を 確 認 す る 。  

( 2 )  患 者 の 確 認：血 液 製 剤 を 割 り 付 け ら れ た 患 者 と 実 際

に 輸 血 す る 患 者 が 同 一 人 物 で あ る こ と を 確 認 す る 。  

( 3 )  血 液 製 剤 の 確 認：血 液 型・交 差 適 合 試 験 の 検 査 結 果 、

製 造 番 号 、 製 剤 名 称 ・ 規 格 、 最 終 有 効 年 月 日 、 放 射 線 照

射 の 有 無 、 を 医 療 従 事 者 2 名 で 確 認 （ 交 互 復 唱 ） し て 相

違 な い こ と を 確 認 し 、 ま た 外 観 に 異 常 が な い こ と を 確 認

す る 。  

( 4 )  検 査 結 果 の 再 確 認：輸 血 す る 必 要 が あ る か な い か を

再 度 確 認 す る 。  

( 5 )  血 液 製 剤 に 応 じ た 輸 血 セ ッ ト を 準 備 す る 。  

1 )  赤 血 球 製 剤 用 輸 血 セ ッ ト の メ ッ シ ュ が 入 っ て い る 濾

過 点 滴 筒 は 2 / 3 以 上 を 赤 血 球 液 で 満 た す 。  

2 )  ル ー ト 確 保 に 用 い る こ と が 可 能 な 輸 液 剤 は 生 理 食 塩

液 の み で あ る 。  

( 6 )  輸 血 前 に 患 者 確 認（ 確 認 す べ き バ イ タ ル サ イ ン ： 体

温 、 脈 拍 、 血 圧 、 酸 素 飽 和 度 ）。  

( 7 )  輸 血 速 度 ： 開 始 1 0 ～ 1 5 分 間 は 1 m L / 分 、 そ の 後 は

患 者 の 状 況 に 応 じ て 5 m L / 分 ま で 速 度 を 上 げ る こ と が で



き る 。  

( 8 )  輸 血 実 施 中 の 有 害 事 象 の 有 無 の 観 察  

1 )  輸 血 開 始 後 5 分 間 は 患 者 の そ ば に い て 容 態 を 確 認 す

る 。  

2 )  輸 血 開 始 後 1 5 分 後 に 患 者 容 態 を 観 察 し 異 常 の 有 無 を

確 認 し て 記 録 す る 。  

3 )  輸 血 前 、 開 始 5 分 後 、 1 5 分 後 、 そ の 後 は 適 宜 、 終 了

時 ま た は 有 害 事 象 発 現 時 に バ イ タ ル サ イ ン を 確 認 し

記 録 す る 。  

4 )  輸 血 開 始 後 に 観 察 ま た は 患 者 が 訴 え る こ と が 多 い 症

状 は 、 以 下 の 通 り 1 8 , 1 9 , 2 0 )： 発 熱 、 悪 寒 ・ 戦 慄 、 熱 感 ・

ほ て り 、そ う よ う 感 ・ か ゆ み 、発 赤 ・ 顔 面 紅 潮 、発 疹 ・

蕁 麻 疹 、 呼 吸 困 難 、 嘔 気 ・ 嘔 吐 、 胸 痛 ・ 腹 痛 ・ 腰 背 部

痛 、頭 痛 ・ 頭 重 感 、血 圧 低 下 、血 圧 上 昇 、動 悸 ・ 頻 脈 、

血 管 痛 、 意 識 障 害 、 赤 褐 色 尿 （ ヘ モ グ ロ ビ ン 尿 ）、 そ

の 他 。  

5 )  輸 血 開 始 後 早 期 ～ 6 時 間 以 内 に 診 断 さ れ る 重 篤 な 有

害 事 象 は 以 下 の 通 り 1 8 , 1 9 , 2 0 )： 血 液 型 不 適 合 輸 血 、 ア

ナ フ ィ ラ キ シ ー ま た は 重 症 ア レ ル ギ ー 反 応 、 シ ョ ッ

ク 、輸 血 関 連 循 環 過 負 荷（ T A C O ）、輸 血 関 連 急 性 肺 障

害 （ T R A L I ）。  

6 )  輸 血 関 連 有 害 事 象 の 判 定 基 準 を 表 1 に 示 し た 。  

( 9 )  有 害 事 象 へ の 医 療 従 事 者 の 対 応 。  

1 )  輸 血 を 中 止 す る（ ク レ ン メ を 閉 じ る が 、抜 針 は せ ず 、

ル ー ト は 確 保 し た ま ま に す る ）。  

2 )  ル ー ト の で き る だ け 体 に 近 い 位 置 か ら 、 生 理 食 塩 液

の 輸 液 を 開 始 す る 。  

3 )  医 師 の 指 示 に よ り 、 適 切 な 対 応 を 行 う 。  

 

8  診 療 録 へ の 記 載 に つ い て 5 , 6 )  

( 1 )  血 液 製 剤 を 発 注 す る に あ た っ て は 、輸 血 を 必 要 と す

る 状 況 で あ る こ と 、 血 液 製 剤 選 択 の 根 拠 、 輸 血 量 の 決 定



の 根 拠 に つ い て 、 診 療 録 に 記 載 す る 。  

( 2 )  輸 血 前 の 患 者 観 察 、輸 血 中 の 実 施 記 録 、輸 血 後 の 患

者 の 状 態 、 輸 血 効 果 の 確 認 （ 臨 床 症 状 の 推 移 、 血 液 検 査

の 結 果 ） に つ い て 、 診 療 録 に 記 載 す る 。  

( 3 )  血 液 製 剤 番 号 、 輸 血 開 始 時 間 、 輸 血 終 了 時 間 、 を 診

療 録 に 記 載 す る 。  

( 4 )  医 薬 品 医 療 機 器 等 法 （ 薬 機 法 ） に 基 づ き 、 血 液 製 剤

使 用 の 記 録 は 2 0 年 間 保 管 す る 義 務 が あ る 。  

 

9  輸 血 後  

( 1 )  担 当 の 医 療 従 事 者 の 緊 急 時 連 絡 先 を 家 族 、本 人 に 明

示 す る 。  

( 2 )  輸 血 終 了 後 、医 療 従 事 者 が 患 家 を 離 れ て か ら 翌 日 ま

で に 現 れ る 有 害 事 象 に も 注 意 が 必 要 。 重 篤 な 有 害 事 象 は

下 記 の 通 り 1 8 , 1 9 , 2 0 )： ア レ ル ギ ー 、呼 吸 困 難 、細 菌 感 染 、

輸 血 関 連 急 性 肺 障 害 （ T R A L I ）、 輸 血 関 連 循 環 過 負 荷

（ T A C O ）。  

( 3 )  輸 血 終 了 後 1 日 ～ 3 か 月 後 ま で に 現 れ る 有 害 事 象

に も 注 意 が 必 要 。重 篤 な 有 害 事 象 は 下 記 の 通 り 1 8 , 1 9 , 2 0 )：

細 菌 感 染 、 輸 血 後 紫 斑 病 、 遅 発 性 溶 血 性 輸 血 副 作 用

（ D H T R ）、 肝 機 能 障 害 、 ウ イ ル ス 感 染 症 、 移 植 片 対 宿 主

病 （ G V H D ）。  

 

1 0  ま と め  

こ の ガ イ ド は 在 宅 に お け る 輸 血 療 法 の ガ イ ド と な る 初

版 で あ る 。 在 宅 療 法 を 実 践 し て い る 諸 兄 が 輸 血 療 法 を 実

施 す る 際 に 参 考 と な る 内 容 と 自 負 し て い る 。 し か し 、 現

状 に 完 全 に 応 え る こ と が で き る と は 考 え て お ら ず 、今 後 、

関 係 諸 氏 の ご 意 見 に よ り 改 訂 を 加 え て い く 予 定 で あ る 。

ご 意 見 は 、 学 会 事 務 局 ま で お 寄 せ い た だ け れ ば 幸 い で あ

る 。 本 ガ イ ド で 示 し た 輸 血 療 法 チ ャ ー ト を 図 ３ 、 要 旨 を

図 ４ に 示 し た 。  



 

1 1  Q & A  

 

1 1 . 1  血 液 型 検 査 は 2 回 必 要 か ？  

血 液 型 検 査 に 過 誤 が あ る と 、 患 者 に 対 す る 血 液 型 不 適 合

輸 血 の 原 因 と な る 。 そ の た め 、 血 液 型 の 確 定 に は 細 心 の

注 意 が 必 要 で あ る 。 採 血 時 ・ 検 体 作 成 時 の 過 誤 防 止 目 的

で の 2 回 の 検 査 実 施 が 必 須 で あ る 。 ま た 、 1 回 の 検 査 に

お い て も 、 判 定 に お け る 過 誤 を 防 止 す る た め 、 同 じ 検 体

を 用 い て 2 名 に よ る 検 査 を 実 施 し 、 そ の 結 果 が 同 一 で あ

る こ と を 確 認 す る 必 要 が あ る 。  

 

1 1 . 2  血 清 保 管 は 2 年 間 以 上 必 要 か ？  

血 液 製 剤 等 に 係 る 遡 及 調 査 ガ イ ド ラ イ ン（ 改 定 版 ）に は 、

「 輸 血 前 後 の 検 査 を 実 施 し て い な い 場 合 に は 、 輸 血 後 に

発 症 す る 有 害 事 象 、 未 知 ・ 既 知 の 輸 血 後 感 染 症 に つ い て

の 原 因 検 査 を 目 的 と し て 、 輸 血 前 に 採 取 し た 血 清 （ ま た

は 血 漿 ） を 2 m L 程 度 、 － 2 0 ℃ 以 下 で 、 3 か 月 以 上 可 能 な

限 り （ 2 年 間 を 目 安 に ） 保 管 す る こ と と し 」、「 検 査 を 実

施 し て い る 場 合 で あ っ て も 、 検 査 の 疑 陽 性 結 果 、 潜 在 ウ

イ ル ス の 活 性 化 等 の 有 無 を 確 認 す る た め 、 受 血 者 の 再 検

査 を 行 う こ と が あ る た め 保 管 し て い る 検 体 が あ れ ば 提 出 」

と 記 載 さ れ て い る 。 ま た 「 特 に 、 輸 血 前 検 体 保 管 に つ い

て は 、 輸 血 に よ る 感 染 か 否 か を 確 認 す る 上 で 非 常 に 重 要

に な る た め 、 輸 血 前 に 感 染 症 検 査 が 実 施 さ れ た 場 合 で あ

っ て も 必 ず 保 管 す る こ と 。」と 記 載 さ れ て い る 。保 管 期 間

は 上 記 の 通 り 2 年 間 が 目 安 と さ れ て い る 。  

 

1 1 . 3  医 療 従 事 者 は 輸 血 実 施 中 、 常 に 同 席 し て い る 必 要

が あ る か ？  

訪 問 看 護 師 が 患 者 宅 に 在 宅 可 能 な 時 間 は 、 診 療 報 酬 上 、

1 時 間 、 長 く て も 1 時 間 半 （ 9 0 分 ） で あ る 。 在 宅 輸 血 対



象 者 に は 、 ゆ っ く り と し た 速 度 で 輸 血 を 実 施 す る こ と が

多 く 、 1 時 間 ま た は 1 時 間 半 で は 輸 血 が 終 了 し な い こ と

の ほ う が 多 い 。 そ の た め 、 輸 血 開 始 後 1 時 間 は 看 守 り を

必 須 と し 、 輸 血 終 了 時 の 抜 針 ま で の 間 は 、 連 絡 が 取 れ 、

急 行 で き る 範 囲 で の 活 動 を せ ざ る を 得 な い と 考 え ら れ る 。 

 

1 1 . 4  輸 血 の 抜 針 の 担 当 者 は だ れ か ？  

基 本 的 に は 、 医 師 又 は 看 護 師 が 実 施 す べ き で あ る 。 家 族

を 指 導 し て 抜 針 を 実 施 さ せ る 場 合 、 針 刺 し 事 故 防 止 、 感

染 管 理 対 策 、 止 血 管 理 、 患 者 管 理 の 観 点 か ら 、 十 分 な 教

育 が 必 要 で あ る が 、 そ の よ う な 教 育 を 実 施 し て い る こ と

を 証 明 で き な け れ ば 、 抜 針 を 実 施 さ せ る べ き で は な い 。

厚 労 省 が 委 託 し 、 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会 が 実 施 し て い

る 輸 血 業 務 ・ 輸 血 製 剤 年 間 使 用 量 に 関 す る 総 合 調 査 （ 平

成 2 8 年 2 月 実 施 ） の 結 果 か ら は 、 多 く の 病 院 外 輸 血 に

お い て 、 抜 針 は 医 師 又 は 看 護 師 が 実 施 し て い る と い う 回

答 が 多 く 、 医 療 従 事 者 以 外 の 抜 針 と の 回 答 は 1 0 % 以 下 で

あ っ た 。  

 

1 1 . 5  在 宅 輸 血 カ ン フ ァ レ ン ス と は ？  

在 宅 患 者 を 担 当 し て い る 多 職 種 が 集 ま る カ ン フ ァ レ ン ス

に お い て 、当 該 患 者 が 輸 血 を 必 要 と す る 状 態 に あ る こ と 、

在 宅 で な け れ ば 実 施 で き な い こ と 、 輸 血 後 に 見 ら れ る 有

害 事 象 に 関 す る 情 報 共 有（ ど の よ う な 症 状 が 発 現 す る か 、

発 症 時 の 対 応 方 法 ・ 連 絡 方 法 ）な ど に つ い て 、共 有 す る 。  

 

1 1 . 6  輸 血 関 連 検 査 の 委 託 は 可 能 か ？   

指 針 に は 、「輸 血 療 法 を 実 施 す る 施 設 で 輸 血 に 関 す る 検 査

を 実 施 す る 必 要 が あ る 」 と 記 載 さ れ て い る 。 し か し 、 必

須 と 考 え ら れ る 検 査 の う ち 、 血 液 型 検 査 に お け る 「 ウ ラ

検 査 」、不 規 則 抗 体 ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 ・ 交 差 適 合 試 験 に

お け る 間 接 抗 グ ロ ブ リ ン 試 験 な ど は 、 十 分 な 経 験 を 有 す



る 検 査 技 師 ま た は 医 師 が 実 施 す べ き で あ る が 、 年 間 輸 血

回 数 が 少 な い 施 設 で は 検 査 を 実 施 す る 設 備 を 持 つ こ と は

難 し く 、 ま た 実 施 件 数 が 少 な け れ ば 検 査 結 果 の 信 頼 性 に

問 題 が あ る 。 厚 労 省 が 委 託 し 、 日 本 輸 血 ・ 細 胞 治 療 学 会

が 実 施 し て い る 輸 血 業 務 ・ 輸 血 製 剤 年 間 使 用 量 に 関 す る

総 合 調 査 の 結 果 が 示 す よ う に 、 1 0 0 床 未 満 の 多 く の 施 設

で 、 実 際 に は 委 託 検 査 会 社 と 契 約 し て 実 施 し て い る 。  

 

1 1 . 7  近 隣 病 院 へ の 輸 血 関 連 検 査 の 実 施 依 頼 は 可 能 か ？  

実 際 に は 、 系 列 病 院 検 査 室 で 検 査 を 実 施 し て い る 状 況 も

あ る 。 し か し 、 系 列 で な い 場 合 、 近 隣 病 院 で 検 査 を 実 施

す る こ と は 、 現 状 で は で き な い 。 な ぜ な ら 、 現 在 の 診 療

報 酬 上 は 、 患 者 が 受 診 し て い な い 病 院 で 患 者 に 診 療 報 酬

を 請 求 す る こ と は で き な い か ら で あ る 。 し か し 、 医 療 資

源 の 状 況 を 考 え る と 、 将 来 的 に は 、 地 域 の 中 核 病 院 を 中

心 と し 、 検 査 実 施 も 含 め て 協 力 し 合 え る 輸 血 療 法 ネ ッ ト

ワ ー ク な ど の 地 域 連 携 が 必 要 と 考 え ら れ る 。  
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図 表 の 説 明  

 

図 １  輸 血 に 関 す る 説 明 と 同 意 書 （ 在 宅 赤 血 球 輸 血 ）  

図 ２  在 宅 輸 血 に 関 す る 説 明 と 同 意 書（ 在 宅 赤 血 球 輸 血 ） 

表 １  輸 血 時 に 観 察 さ れ る 有 害 事 象 と し て の 症 状  

図 ３  チ ャ ー ト 図  

   平 成 2 9 年 4 月 1 8 日 作 成  

図 ４  要 約  









在宅輸血療法チャート 在宅輸血の対象か？ 医療機関での輸血、または
輸血以外の治療を選択

過去に輸血歴があるか？

いいえ
はい

あり

初回輸血を医療機関に依頼

なし

文書を用いた説明と同意取得
（輸血に関する同意書・在宅輸血に関する同意書）

初回輸血を医療機関で終了

あり

患者の状態の再確認、輸血に必要な検査

□ 患者Hb値
□ ABO血液型（オモテ検査・ウラ検査）
□ RhD血液型
□ 不規則抗体検査（間接抗グロブリン法）

適切な製剤・単位の注文

□ 輸血患者氏名
□ 検査結果に適合した製剤
□ 製剤種類・単位数
□ 最終有効期限（使用予定日より長いこと）患者採血

交差適合試験主試験（間接抗グロブリン法）製剤の適切な管理・保管

納品

在宅輸血

搬送 適合確認

診療録に記載

在宅輸血実施は
手順書（ガイド）参照

輸血以外の治療選択
なし

過去に重篤な有害事象はなかったか？在宅輸血の適応
を再考慮

なし
あり

輸血が必要な状態である

□ 輸血前検体（血清or血漿）保管
□ 輸血前ウイルスマーカー検査

輸血約3か月後
□ 輸血後検体（血清or血漿）保管
□ 輸血後ウイルスマーカー検査

赤血球製剤の
保管温度は2～6℃

輸血が推奨される
検査値は「血液製
剤使用指針」（平成
29年3月改訂又は

その後の最新版）
を参照

輸血が必要な状態
ではない
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